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研究成果の概要（和文）：農業経済学の視点と社会科学的な視点から社会的困難の緩和可能性を提示する。具体
的には、農業体験および自然観賞によるストレス軽減効果を提示し，地域の農的環境触れる事の意味と棚田等の
作業がもたらす様々な経済的価値について分析する。
地域の新しい価値の創造を検討し，特に農業体験・自然景観でのストレス軽減効果を都市農村交流のストレスコ
ントロール・インターシップとして活用する方法論について検討した。また，条件不利地での農作業が作業者の
ストレス緩和や楽しく作業を続けられる環境にあり、「精神的作業性」が優位であることを提示しつつ，経済的
な合理性だけではない中山間農業の価値創出を検討した。

研究成果の概要（英文）：We will present the possibility of alleviating social difficulties from the 
viewpoints of agricultural economics and social science. Specifically, we will present the stress 
reduction effects of agricultural experiences and nature appreciation, and analyze the meaning of 
touching the local agricultural environment and the various economic values that work in terraced 
rice paddies, etc. can bring about.
The creation of new local values is discussed, and the methodology for utilizing the stress 
reduction effects of agricultural experiences and nature views as a stress control internship for 
urban-rural exchanges is discussed in particular. In addition, while presenting the fact that 
agricultural work in disadvantaged areas is an environment where workers can alleviate stress and 
continue to enjoy their work, and that "mental workability" is predominant, we examined the creation
 of value in mid-mountain agriculture, which is not only economically rational.

研究分野：農業経済学

キーワード： 中山間地地域　資源管理　メンタルヘルス　農作業の高価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自身の経営での利潤最大化行動と多様な農業者（栽培方法違い，規模の大小，専業・兼業，年齢など）で形成さ
れており非常にダイバシティ―に富んでいる産地（生産部会）としての戦略とが必ずしも一致しない事が多く，
農業者が農業経営を行う上での不安の一つであることが示唆された。
岡山県内福祉事業所を対象として，農薬使用の有無，産地，価格，障がい者の関わりの有無の4属性を用いた選
択型実験を適用した消費者の選好を計測した。農福連携による農産物のMWTP（限界支払い意思学）計測結果に基
づき，“エシカル・バリュー（倫理的価値）”の創出可能性を検討した。消費者は様々なエシカルな価値を評価
していることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
過疎高齢化が進行している中山間地域において持続的な社会システムを構築する事は急務であ
る。これまでは，農業の六次化やグリーンツーリズムの促進などを軸として，地域内での経済を
活性化させ地域社会の維持を目指す取り組みが多くみられてきた。この様な産業の振興による
中山間地域振興の取り組みには，多くのリソース（資源）が必要であり，またリソースを管理す
る主体の育成が課題となる。これからの，中山間地域等の条件不利地の農業そのものを活用する
ことで新たな価値の創出が求められている。 
 
２．研究の目的 
農業経済学と農村社会学の両視点からの調査・分析と関連企業や自治体との協働によって，農業
そのものの新たな価値創出の可能性を提示する。具体的には，農作業体験および農村風景観賞に
よるストレス軽減効果の計測を行い中山間地域の農業や農村との関係性を持つことによる医学
的な意味とその経済的価値を計測する。 
以上の計測結果に基づき中山間地域における新しい価値創造を検討し，農業体験・自然景観での
ストレス軽減効果を都市農村交流のストレスコントロール・インターシップとして活用する方
法論について検討した。また，条件不利地での農作業が農業者のストレス緩和及び精神的作業性
が優位であることを提示し，中山間地域農業の価値創出を検討した。 
 
３．研究の方法 
中山間地域における特有の作業環境である棚田での農作業の実態を把握し，その作業のストレ
スの計測した。また，岡山県内で棚田での都市農村交流を行う主体と連携し，都市在住の住民が
棚田で作業を行うことによる，主観的なストレス減少効果を把握した。その後，中山間でのスト
レスケアビジネスの市場可能性(支払い意思額の推定に基づく市場規模の計測)の分析，シナリ
オ分析による地域経済効果の推定を行い，地域経済の新たな可能性について検証した。 
 
４．研究成果 
農業部門間の連携による地域農業への効果の計測を実施した。全国で推進されてきた畜産クラ
スター事業を事例として取り上げた。畜産クラスター事業では様々な取り組みがなされている
おり，その一つに地域内耕種農家との連携により，稲 WCS や飼料用米などの自給飼料の生産が挙
げられる．この活動は，畜産側には自給飼料生産による飼料コスト削減や生産された畜産物の高
付加価値化などが期待される。耕種側には，農家の高齢化により作付け・管理が困難となった水
田等に稲 WCS や飼料用米を作付することにより，耕作放棄発抑制効果などが期待される。畜産ク
ラスター事業の主体の一つである鳥取県 A コントラクター（以下，A コントラ）を対象として，
インタビュー調査から，コンタラクターと地域農業との関係の整理を行う．また，農林業センサ
スデータを用いて，Aコントラ活動の耕作放棄抑制効果等への影響を検討した。 
都市住民の農業の有するメンタルヘルスに関する意識調査の一環としてフードロスに関する大
学生を対象とした意識調査を行った。本研究では年齢や生活形態などの「個人属性」が類似して
いる大学生を対象とアンケート調査データを用いて，食品ロス削減行動と「食品ロス認識」との
関係性を明らかにすることを目的とする。調査は，2017 年 12 月から 2018 年 1 月の間に岡山市
内の 5つの大学・短期大学の学生にアンケート形式で実施し，有効回答数 460 を得た。「自身が
行っている食品ロス行動(7 種類)」，「食品ロスに関する意識(6 項目)」，「自身の食品ロスに関す
る経験(4 項目)」，「食費ロスに関する知識(4 項目)」を設定し，頻度や程度を各 5段階で把握し
た。 
農業の持つ多面的機能の一つである資源循環効果をメンタルヘルスの一つとして取り上げ，そ
の住民の主観的評価を計測した。「バイオマス産業都市」である真庭市を対象都市と s手選択型
実験を適用することで住民の生ごみの循環利用で誠意産される液肥利用作目への評価を計測し
た。その結果，液肥利用農産物を通常の農産物よりも高く評価（1/2 カットの白菜 21 円）をし
ていたことが明らかとなった。一方で，真庭市産であることに対しては評価をしていなかった。
「バイオマス産業都市」である真庭の知名度を活かしての「真庭市の産液肥利用農産物」ブラン
ド化が課題になると考えられる。住民の家庭系生ごみのバイオマス利活用と住民意思との関係
に関しては，関りが無い住民の方が，関りがある住民よりもいずれの意識（環境問題意識，エネ
ルギー問題意識，地産地消意識，地域愛着，バイオマス利活用事業のイメージ）も高い傾向にあ
った。その要因としては，家庭系生ごみのバイオマス利活用には，各家庭での生ゴミの分別・搬
出が必要であることが考えられる。 
ベトナム中部沿岸に位置するテュアティエン＝フエ省では，TG-CH ラグーン周辺でエビ養殖が盛
んに行われてきた。この地域では，エビ養殖池の増加により，TG-CH ラグーン周辺のマングロー
ブ林の違法伐採や池からの排水による海水質汚染が大きな問題となった。この様な集約的なエ
ビ養殖は，Monoculture と呼ばれ，エビ単一種のみの養殖方法である。一方で，複数の異なる種
（エビ・カニ・魚・海藻など）を一つの池で養殖する Polyculture（複合養殖）が環境への影響
が少なく，持続的な養殖方法であるとされている。本研究では，エビ養殖農家のへのインタビュ
ー調査を実施し，Polyculture 養殖普及の過程と現状を整理し，今後の課題を考察した。 
岡山県内福祉事業所が行っている農福連携事業を対象として，本事業により生産されている農
産物（おから茶）に対する一般消費者の評価を計測した。評価には，農薬使用の有無，産地，価



格，障がい者の関わりの有無の 4属性を用いた選択型実験を適用した。この実験による農福連携
による農産物の MWTP（限界支払い意思学）計測結果に基づき，“エシカル・バリュー（倫理的価
値）”の創出可能性を検討した。その結果，消費者は様々なエシカルな価値を評価していること
が明らかになった。それらの評価に関して属性（性別・年齢）の差異は見れなかった。農福連携
で生産される商品の「障がい者の社会的地位の向上や働く場所の提供」といったエシカルな価値
が消費者に認識されている（おから茶，約 60 円/袋）。しかし，その価値の大きさは，持続的・
環境によい地域への貢献（約 100 円）・地産地消（約 85 円）と比較すると低くなっていた。 
生産者と消費者が相互に支えあう農業の一つである，CSA（Community Supported Agriculture, 
地域支援型農業）を取り上げた。一般消費者を対象としたアンケート調査に基づき，CSA に対す
る認知度・評価及び消費者自身の属性・特性と CSA への加入意向との関係を明らかにすることで
CSA 普及に向けた方策を検討した。「CSA を聞いたことがあり内容も知っている」回答者は 5.8％
（23 人），「CSA に加入している」2.5%（10 人），「加入して事があった」3.0％（12 人）であった。
一方で，CSA に対する総合評価は平均 3.27（SD1.05）であり高い評価を示していた。消費者特性
のうち加入意向に最も大きく影響する項目が「コミュニティ意識尺度」であった。地域をより良
くしようとする意識が強いと考えられる地域のボランティア活動などに参加している人に対し
て訴求していくことが CSA 普及に有効であることを明らかにした。 
岡山県の果樹産地を対象として新規参入農家と若手農家を対象としてインタビュー調査を実施
した。他産業からの新規参入農家は，自分自身で経営戦略を立案できる，自身の生産した農産物
の評価（市場での価格として）がダイレクトにわかる，農閑期と農繁期の労働時間のメリハリ，
一人で行う作業が多く作業に没頭できるに魅力を感じている事が明らかとなった。一方で，所得
面では他産業を比較すると不安定である事を課題として挙げていた。また，他産地との農業者と
の交流機会が少なく，自身の農業経営の位置付けなどにも不安を感じてた。メンタルヘルスに関
係する内容では，機械作業を行う際の事故の不安をあげる農家が多くみられた。ほとんどの農作
業を圃場内での一人で行う作業が多く，万が一の事故時における救急対応の遅れ，圃場の多くが
傾斜地にあるために機械や高所作業時の事故の危険性に不安を感じるとの意見も多くみられた。
自身の経営での利潤最大化行動と多様な農業者（栽培方法違い，規模の大小，専業・兼業，年齢
など）で形成されており非常にダイバシティ―に富んでいる産地（生産部会）としての戦略と自
身の経営目標とが必ずしも一致しない事がある事も明らかになった。 
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